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――まず会社のご紹介をお願いします。

私どもの会社はセイレイ工業と申します。トンボ

を漢字で書くと「蜻蛉（セイレイ）」ですが，豊作

のシンボルであるトンボを社名としたヤンマーの製

品を製造している会社です。ヤンマーという会社は

「ヤン坊マー坊の天気予報」等でPRしておりますの

で，農業機械の会社であることを皆さんご承知では

ないかと思います。

認証取得につきましては，ISO 9001と14001を取

得しています。ISO9001は７年前に取得しています。

本日取材を行っていただく従業員教育につきまして

もISO 9001のもとで実施しておりますが，そのあた

りのことは後でご紹介させていただきたいと思って

おります。

――工場の特徴についてお教えください。

工場が目指しているのは「品質が第一」というこ

とです。品質を第一に考えるとき，最も大切なこと

は整理整頓ですので，当工場は常にこれを心がけて

います。また，一般的にマスプロダクションで大量

生産する場合には，１つのラインに同じものを流し

てベルトコンベア方式で作るのが効率がいいとされ

ていますが，当社ではそのようなわけにいきません。

農業機械には多種多様な種類があり，したがってわ

れわれは多品種少量生産を行わざるを得ない状況に

あります。そこで，トヨタの生産方式をアレンジし，

独自の工夫をしています。後ほど工場を見学してい

ただきますが，同一ラインのベルトコンベアを種類

の違う農業機械が交互に流れ，混流で組み立てられ

ています。

私どものような生産方式をやっていますと，仕様

によっては互換性のある共通部品も多くあります
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写真１　セイレイ工業(株)本社工場全景

■会社概要

今回は，技術者・技能者の育成に対し積極的な

取り組みをされている『セイレイ工業㈱本社工場』

に取材をお願いしました。

セイレイ工業㈱本社工場は岡山県岡山市に位置

し，自社製産業用ロボットをはじめ，NCマシン

を駆使した機械加工ライン，自動溶接ライン，ト

ラックローラ自動組立ラインなど最新設備と，全

部門にわたり徹底した品質簡理システムにより高

品質商品の開発・生産を行っています。
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が，そうとばかりはいきませんので，お客様の受注

変化に対応するためにたいへん苦労してきました。

しかし，そうした苦労の蓄積が当社全体の対応能力

を高め，おかげさまで品質は安定しております。ま

た作業量の平均化や下請けに対する発注量の平均化

もうまくいくようになりました。

とにかく，いろいろな機械や部品がどんどん流れ

るわけですから生産ラインは非常に複雑です。その

へんはよその工場と違うところかなと思います。

――若い従業員の方が多くおられますが，作ってい

る農機具がどういう環境で，どんな使われ方を

しているかご存じなのでしょうか？

新入社員教育の一環として，実際に私どもの商品

を使って稲の刈り取り実習等をやっています。全員

が，商品の操作と使用状況を理解しているかという

とこれは難しいですが。

また，収穫の時期になりますと販売店から当社へ

技術員の派遣依頼がありまして，沖縄から北海道ま

での現地へ出向いて指導しています。現地へ行きま

すと，お客様の情報がフィードバックして返ってき

ます。商品の使われ方がどんな状況か，お客様が困

っていることはどんなことかといった情報を逐一つ

かんでおく必要があると考えています。

――新入社員教育の話がでましたが，従業員教育に

ついてうかがいたいと思います。

われわれの会社では，ISO 9001の関係で品質マニ

ュアルが一番上にあり，その下に工場規格がありま

す。教育に関しましては「教育訓練規程」（図１）

に細かく中身を規定していまして，「教育推進体系

図」（図２）をもとに実施しています。

――人材育成の考え方とか人事制度と教育訓練との

図１　教育訓練規程（抜粋）
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からみで，特徴的なことがあればうかがいたい

と思います。

先ほど，私どもは品質第一で仕事をしているとお

話ししたのですが，それにかかわるのはまず人です。

機械が故障してミスをすることもありますけど，不

良原因のほとんどは人です。品質を作り上げるのは

やはり人間だということです。また，商品の品質の

みでなく，事務など間接部門の品質も大切です。品

質は，さまざまな部署のさまざまな業務で問われる

わけですから，人を育てなければいけない。したが

って，教育はぜひとも必要だと思っています。

また，この従業員にはこれまでにこういう教育を

やったという記録がないと能力の積み上げができま

せんので，これまでのものがむだになるおそれがあ

ります。したがって，当社では個人の履歴を取るよ

うにしています。

――個人の履歴を取っているわけですか。

はい。全部取りまして，それを教育計画や人事異

動のときに使います（図３）。

――人事考課には？

人事考課になりますと話は別です。教育を受けさ

せても，実地に反映されなければ人事考課にはつな

がりません。実際に職場の中でそれが生かされない

と，考課査定は向上しないというのが実態です。例

えば，工場に衛生管理者が何人か必要であれば，衛

生管理者の資格を取るための補助はします。だから

といって，資格取得が即人事考課に反映されるかと

いうと，これは別問題です。

つまり，その資格を取って部下を指導するとか，

習得した知識を生かして仕事に役立たせるというこ

とになれば，それが人事考課に反映するのです。会

社というのは利益を追求しますので，資格が業績に

図２　教育推進体系図 図３　教育訓練受講の記録
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結びつかなければ評価はできないと考えています。

――先ほど工場の入り口に資格保持者の名前があり

ましたけれども，会社ではそういうものの取得

奨励について取り組みをされているわけです

か。

資格が必要だということになれば，その機会を与

えることを会社は進んでやらなければいけない。そ

こで，各職場において教育計画を出してもらい，そ

れを工場長の承認のもとに実施しています。

――教育訓練を受けられて，それがほんとうに実績

につながったということのチェックはされてい

ますか。

その教育が実績につながったかどうかという評価

は非常に難しいのですが，その教育が良かったか悪

かったかという意味も含めて「教育訓練報告書」

（図４）を必ず書かせます。さらに，上司がコメン

トもするのですが，下のほうに評価点があります。

この評価点の善し悪しで，その教育を継続するかや

めるかを決めているところです。

本人に関してはスキル管理（図５）をやっていま

す。しかし，この教育に行ったからこれができるよ

うになった，というふうには必ずしもつながりませ

ん。コンピュータの資格試験を受けに行ったからコ

ンピュータの資格がもらえたというような場合は，

評価として簡単です。しかし，多くの場合，この教

育を受けたからこのへんの技術がレベルアップした

という結びつきを判断するのは難しいのです。

写真２　工場見学

図４　教育訓練報告書（様式）

図５　スキル管理
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――スキル管理表のチェック項目は基本的にはOJT

ですか。

OJTです。その職場で必要とされている項目がリ

ストアップされています。この人はこの項目が足り

ない。じゃ，次はこれを教えていこうと見直しをか

けながらやるわけです。

――今のスキル管理のお話で，スキルの高い方が

OJTで若手なり新人に教えることに対する苦労

とかはありませんか？

伝える技術はあまり磨かれていない場合が多く

て，なかなか伝えにくいという障害があります。本

当は教えながら教わるということが一番いいわけで

す。しかし，OJTによる熟練技能や技術の伝承シス

テムは残念ながらまだ確立されていないという状況

です。スキル管理表の４レベルであれば，人に教え

るという意味で十分な指導ができる能力を有する段

階ですが，なかには技能だけは高いけれども教える

ことは苦手であるという人も現実にはいます。

――公共施設に対してどのような研修を希望します

かという質問を投げかけたときに，熟練技能者

に対して教え方を教えるような講習があったら

ぜひ行かせたいという話をよくお聞きします

が。

それはありますね。特に高齢の方の指導力はたぶ

ん皆さん同じで低いと思います。そこで，この問題

を解決するために公共機関に期待するところは大き

いのです。また，指導力強化を目的とした講習会の

開催だけではなく，熟練者の持つ技能の再編成をバ

ックアップしていただき，それを次世代へつなげる

というスタイルにしないと，熟練技能の継承は難し

いと思います。

――具体的な取り組みをされていますか？

これまでは，リーダー研修とか担当研修というこ

とで問題解決のための知識面を中心とした教育をし

てきましたが，今年度から技能中心の「技能研修道

場」（図６）を開設しています。これは，技能を若

い世代に伝えていくことがなかなか難しいので，メ

ンバーを募って生産技術部門に技能者を集め，技

術・機械操作等を中心とした研修をする制度です。

班長がいろいろ考えて旋盤加工，溶接，その他いろ

いろな技能を研修するうえで必要なサンプル教材を

リストアップし，マニュアル作りをしています。半

写真３　取材の様子（春田次長（中央），木村課長（左）な
らびに行好グループリーダー）

図６　技能研修道場
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年間で１回，第一ステップをやろうとしています。

それぞれのマニュアルごとに教えてみて，マニュア

ルを見直し，ここはこういうものが足りなかった，

この部分は必要なかったということで改善し，教え

るほうも訓練していかなければいけないと思ってい

ます。時代の流れで工数的にも時間的にも厳しくな

ってきていますので，強制的に教え込むということ

をやらないといけない状況になってきたわけです。

――公共の教育訓練を行っている施設に対してのご

要望というか，こういうことを支援してもらい

たいというものが何かありますでしょうか。

公共の教育訓練施設はよく利用しています。多く

のコース案内もいただいています。今日も，短大の

ほうへ何人か行っています。しかし，日程と場所の

関係で参加できないコースもあります。コースによ

っては，受講申し込みをしたが応募人数が少ないの

で中止になってしまったということもありました。

私どもの日程や都合と，必要な既存コースがなかな

か合わないのが現状だと思います。

――公共の教育訓練施設のコース設定で，企業の希

望，例えば専門のコースを専属に設定すること

もできます。５名程度まとまっていただくなら

ば，時期も合わせることができますし，コース

内容につきましてもご要望に応えられることも

あります。そこのところは，ご要望を直接おっ

しゃっていただければそれなりの対応ができま

すので，ぜひ当方へ目を向けていただければと

思います。本日はありがとうございました。
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